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【主な研究成果】

希土類元素RE（Y、Gdなど）および遷移元素TM（Zn、Al、Cu、Niなど）の組み合わせを検討し、Mg-TM-(RE1, RE2)合金およびMg-(TM1, TM2, TM3)-RE合金などを熔製して、LPSOの出現（TypeⅠ、TypeⅡもしくは消失）から、系統的な知見を得ることを目的とした実験的研究を行った。本年の結果から、Mg-3Zn-5Yをベースに3Znを1Zn1Cu1NiとしたMg-1Zn1Cu1Ni-5Y合金の組織変化を調査した。as-cast材で18RであったLPSO相は450℃100時間の熱処理によって18Rと14Hの共存へと遷移した。これら遷移金属元素によって形成されるLPSO相はいずれも安定性に大きな差はなく、酸化や固溶強化など、他の求める物性によって遷移元素種を相互に替えるという組成選択が原理的には可能であり、柔軟な組成設計展開が示唆された。


【今後の展望】

引き続き、ZnもしくはYの一部を種々のTMもしくはREに置換した際のデータを蓄積し、合金開発の基礎的知見の拡充を図る。


【具体的な成果】
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